
回 答 書 

 

       令和５年４月 17日 

 

案 件 名 教育 DX 推進事業用 AI ドリル使用許諾契約（長期継続契約） 

№ 質 問 回 答 

1 

AI ドリルの使用にあたり、

「受注者の示した利用規約」に

同意をしていただく必要がご

ざいます。上記に関しては、落

札させていただいた場合、協議

させて頂ける認識でよろしい

でしょうか。 

仕様書や契約書の内容が優

先と考えますが、これらに記載

のない事項については、協議し

て決めます。 

 

2 

利用開始時の初期設定およ

び継続利用いただく際の年度

更新の作業等に関しては、教育

委員会もしくは各学校が主体

となって設定を行っていただ

く認識でよろしいでしょうか。 

直ちにＡＩドリルとして正

常に運用できる状態までの設

定を請負業者側で実施してい

ただくことを想定しています。 

3 

仕様書（6）サポート体制に

ついて 

操作説明研修会の実施回数

を具体的にご提示いただくこ

とは可能でしょうか。(回数に

よっては積算金額に差異が発

生するため） 

年間２回（契約期間６回）以

上とします。 

4 

仕様書（6）サポート体制に

ついて 

導入時の初期設定について、

各学校の名簿登録作業を含み

ますか。 

 含む場合、34 ヶ月の契約期

間内の新入生・卒業生・転入出

の対応も行いますか。 

直ちにＡＩドリルとして正

常に運用できる状態までの設

定を請負業者側で実施してい

ただくことを想定しており、名

簿登録作業及び年度更新の作

業を含みます。(名簿データ等

は CSV ファイルにて提示しま

す。) 



また、Chromebook を使用し

ているとのことですが、Google

アカウントとの SSO（シングル

サインオン）設定は必要でしょ

うか。 

また SSO の設定も含みます。 

5 

仕様書（6）サポート体制に

ついて 

動作環境に係る実証実験に

ついて、ＡＩドリル使用中の通

信速度などを実証する場合、校

内ネットワーク環境の情報を

ご提示いただけますでしょう

か。 

また、実証実験では、現地で

の立ち合いが必要でしょうか。 

その他、現時点で決まってい

る実証実験の内容がございま

したら教えていただきたいで

す。 

校内ネットワーク環境の改

善に向け、必要な情報について

は、その時に提示します。 

原則として立会いを必要と

しませんが、正常な運用が出来

ない何かが生じた場合は、必要

に応じて立会いを求めます。 

実際に使用する学校におい

て、正常に運用できるかどうか

の検証を実施したいと考えて

います。 

※参加事業者が特定されるおそれがあるため、一部の質問について表現を修正

しています。 


